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（1） 【A】部下の能力を高める 【B】部下の意欲を高める

（2） 【A】部下の裁量に委ねる 【B】部下に具体的なやり方を指示する

（3） 【A】部下に短期的な成果を求める 【B】部下の長期的な能力を高める

（4） 【A】成果だけで評価する 【B】プロセスも評価する

（5） 【A】スタープレイヤーをつくる 【B】チームワークを重視する

（6） 【A】価値観やバックグラウンドが似た人たちを集める 【B】価値観やバックグラウンドの違った人たちを集める

（7） 【A】多くの人の意見を聞く 【B】自分で決断する

（8） 【A】いままでのやり方を活かす 【B】新しいやり方を試す

（9） 【A】リスクをとる 【B】リスクを回避する

（10） 【A】意思決定では正確さを重視する 【B】意思決定ではスピードを重視する

（11） 【A】起きた課題を解決する 【B】課題を先取りする

（12） 【A】経営情報は限られた人にだけ開示する 【B】経営情報をできるだけ部下に開示する

（13） 【A】不測の事態に対して自ら対応する 【B】不測の事態に対して部下に任せる

※以下の質問について、上記の形で聴取
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（1） 上から言われた仕事は、なるべく早く部下に割り振る

（2） 部下に任せる仕事は、目的・背景から説明している

（3） 新しいアイデアが浮かんだ場合はすぐに部下に指示する

（4） 部下に指示した仕事が、結果として無駄になることもある

（5） 部下が仕事に着手した早い段階で進捗を確認する

（6） 部下の仕事が大きなミスにつながる前に、介入する

（7） 部下に任せた仕事が、部下の手を離れた後どうなったか、フィードバックをしている

（8） 部下の仕事の細かいところが気になる

（9） 部下には仕事の納期を明確に伝える

（10） 部下に任せた仕事にどれくらいの時間がかかったか確認する

（11） 部下に仕事のやり方を教えている

（12） 部下の仕事に優先順位を明確につける

（13） 部下の相談には、すぐに結論を出す

（14） 残業が特に多いメンバーについては、業務の見直しをしている

（15） 部下の仕事状況を把握している　　

（16） 部下に厳しい納期で仕事を指示することがある

（17） 部下との信頼関係は構築できている

（18） 部下の成長を支援している

（19） プレイヤーとしての担当業務をもっている

※以下の質問について、上記の形で聴取
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(1) 最終学歴

（2） 最終学歴の専攻

（3） 海外留学

（4） 資格・免許

（5） 入社時の成績

（6） 研修や教育訓練

（7） いままで築いてきた人脈

（8） 支店や工場等の現場経験

（9） 海外勤務の経験

（10） 新事業・新規プロジェクトの立ち上げ経験

（11） 人生経験

※以下の質問について、上記の形で聴取
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※以下の質問について、上記の形で聴取

（1） A：現在の会社で経験したすべての職能（いくつでも）

（2） B：現在の会社でもっとも長く経験した職能（１つだけ）

（3） C：現在の会社以外で経験したことがあるすべての職能（いくつでも）

（4） D：現在の会社以外で最も長く経験した職能（１つだけ）
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※以下の質問について、上記の形で聴取

（1） 【A】私のスキルはどこの会社でも活かせる 【B】私のスキルはこの会社だからこそ活かせる

（2） 【A】自分は経営の一員である 【B】自分は従業員の一人である

（3） 【A】会社に対して心理的な一体感を感じている 【B】会社に対しては心理的な距離をおいている

（4） 【A】3年後のキャリアをイメージできる 【B】3年後のキャリアをイメージできない

（5） 【A】10年後のキャリアをイメージできる 【B】10年後のキャリアをイメージできない

（6） 【A】昇進・出世を重視する 【B】自分なりの幸せを追求する

（7） 【A】仕事内容が重要である 【B】高い報酬が重要である

（8） 【A】自分や家族のために働いている 【B】国や社会のために働いている

（9） 【A】キャリアは自分が決める 【B】キャリアは状況に応じて決まる

（1） 【A】社内でポジションを上げる 【B】転職を通じてポジションを上げる

（2） 【A】キャリアにおいては、知識や技術が重要である 【B】キャリアにおいては、人脈・ネットワークが重要である

※以下の質問について、上記の形で聴取
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（1） 部署の業績がよい

（2） 部署のメンバーの仕事に対する意欲が高い

（3） 部署のメンバーはいい仕事をしているといったような他部署からの評判が高い

（4） 部署のメンバーは残業が少ない

（5） 部署のメンバーの離職率は低い

※以下の質問について、上記の形で聴取
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